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宮古長浜方言の動詞の活用

名嘉真三成

長浜方言の動詞の活用を記述する前に，ま

ず音韻について略述する。

２．１音韻

2.1.1音韻体系

2.1.1.1音素

長浜方言には28個の音素が認められ，それ

ぞれ次のように分類される(//は音素記号を，

［］は音声記号を示す)。

子音音素八ｋ，９，ｔ，。，ｃ，ｓ，

ｚ，ｒ，、，ｆ，ｖ，ｐ，ｂ，

、／（15個）

半母音音素/j，ｗ／（２個）

母音音素/i，ｅ，１，ａ，ｕ，ｏ／（６個）

拍音素/Q，Ｌ，Ｎ，Ｖ，Ｍ，／（５個）

2.1.1.2拍構造

上の音素が形成する拍構造は，次の通りで

ある。

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）

／CV／／CSV／／Q／／L／／N／／V／／Ｍ／

このうち，／CV/のＣおよびＶの位置には

原則としてすべての子音と母音が立つが，ｔ１，

.I，ｎＩなどのように欠ける拍もある。(3)～(7)

の拍は，いずれも成節的である。

２．２音韻対応

ここでは,母音対応のみを示すにとどめる。

長浜方言の短母音と奈良朝中央語の短母音

とは，次のような対応関係にある。

奈良朝中央語ａ,i甲,i乙,ｕ,ｅ甲,ｅ乙,ｏ甲,ｏ乙

１．はじめに

伊良部島は，宮古本島から西方へ約８キロ

メートル行った所に位置する。面積28.3平方

キロメートルの島には七つの集落があり，全

体の戸数は約2000戸，人口はおよそ10000人

である。

言語的には，伊良部方言は佐良浜方言，伊

良部・仲地方言，国仲方言，長浜・佐和田方

言の四つに区画される。この四方言は互いに

方言差が著しく，またいずれも宮古本島方言

と意味が通じないほど異なる。

本稿で扱う長浜方言は，音声の面でそり舌

音Ｄ]，無気音［ｋ７・ts7]，半狭母音［ｕ]，

文法の面で終止形に/kacI/，／kafu／（いずれ

も《書く》）の二形を有するなど，特色のあ

る方言である。／kacI/と/kafu/の用法はどう

違うのかという興味もさることながら，はた

して/kafu/は日本祖語の゛kaku（書く）に遡

ぼるか否か重要な問題である。

ここでは，長浜方言の「動詞の活用」につ

いて記述する。日本祖語の活用体系を再構す

るには，まず諸方言の活用体系の実態を把握

する必要があろう。

なお，インフォーマントは，

名嘉真トミ（大正14年生元長浜230）

調査は，1976年８月と翌年の８月の二回にわ

たって行った。

２．動詞の活用

－５１－
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/'juL／〈夜》

／0乙/と/u/の対応

／'ukusl／《起こす》（←＊ake-）／,utu／

《音》／musI／《乗せる》／muci／《持

つ》／，juM／《四つ》

３．動詞の活用

３．１語形替変と活用形

さて，長浜方言の動詞の語形替変の諸形式

を/kafu／《書く》を例にとって示すと，次の

通りである（例は必要最小限に示すにとどめ

る)。

／MakakaN／《ぼくは書かない》／kicI9iN

kacI（kafu）busfmunu／《きれいに書きたい》

/Nnamadukaki，ｉｎL／《今，書いている》

/cｍｕｄｕｋａｃＩ（kafu）taL／《昨日書いた》／Zr

，fjukacf（kafu）／《字を書く》／ba9akacI

(kafu)Ｍ／《ぼくが書く！》／､a，a，ｊｕｋａｃＩ

（kafu）pltu／《名前を書く人》／kakiba

dukaMiL／《書けば書ける》／puQcikaki／

《早く書け》

以上が長浜方言の/kafu／《書く》に見られ

る語形替変のすべての形式である。これらの

諸形式とこれまでに調査した約50語の動詞の

語形替変の形式とを比較検討すると，前掲の

諸形式では次のものを活用形として認めるこ

とができる（ただし，（）は後接する形式を，

〈〉はfreevariationの関係ではないがそ

のようにも言うとのことを表す)。

（１）ｋａｋａ（Ｎ）未然形

（２）ｋａｃＩ〈kafu〉（busImunu）連用形

（３）kakfi接続形

（４）kaciKkafu〉（taL）過去形

（５）ｋａｃｆ〈kafu〉終止形１

（６）kacfM〈kafuM〉終止形２

（７）ｋａｃｌ〈kafu〉連体形

長浜方言ａ,1.1.i,ｕ,i,i,Ｕｕ

ただし，ｃｓｚの直後のuは，長浜方言ではＩ

である。

上記の母音対応語例を示すと，次の通りで

ある。

／a/と/a/の対応

／，aka／《赤》，／ta，a／《田》／naM／《波》

/pana／〈花》／，jama／《山》／bakamunu／

《若者》

／i甲/と/r/の対応

／，icf／《息》／cImu／《肝》／muzl／

《麦》／pftu／《人》／tubf／《飛び》（連用

形）

／i乙/と/r/，／i/の対応

／cIcI／《月》／Cf'1／《霧》／pI，f《千・喧》

（連用形）／kfi／《木》／，ukiL／《起き

る》／MbiL／《伸びる》

／u/と/u/の対応

／，usf／《臼》／fusa／《草》／musI／

《虫》／,jukani／《床》／nusY／《主》

ただし，ｃｓｚの直後の/u/には/f/が対応す

る。

／cImi／《爪》／cmu／《角》／s''1／

《巣》／mizI／《水》／kizI／《傷》

／e甲/と/i/の対応

／kaki／《書け》（命令形）／ku9i／《漕げ》

（命令形）／pira／《鋼》／miduM／《女》

（←*medamg）

／e乙/と/i/の対応

／ki,i／《毛》／saki／《酒》／pl9i／《髭》

/ku9iba／《漕げば》（条件形）

/､i，i／《目》／,ami／《雨》

／o甲/とu/の対応

／，ufu,u／《送くる》（←＊,oku-）／tuzl／

《妻》／､u,u／《野》／muku／《婿》

－５２－
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5）終助詞/ba,a，i／《たらなあ》（ｃｆｂａ'ja）

がついて，願望の意味となる。

Ｚｒ，muka9ikaLpltunukakaba，a'ｉ《字のき

れいな人が書いたらなあ》

6）助動詞/N／《ない》や/dja，aN／《ない》

がつき，否定の意味を表す。前者は状態

の打ち消しを，後者は意志の打ち消しを

示す。

karja'aMmjadakakaN《彼はまだ書かな

い》

ｂａ，azeQta，ikakadja'ａＮｄｏ'ｏ《ぼくは絶

対に書かないぞ》

7）助動詞/sI／《す》，／sImiL／《させる》

がついて，使役の意味となる。ただし，

／sI／《す》は，四段・ラ変動詞以外の動

詞には接続しない。

paNtaka,ibanQtuNkakasf《忙しいので

弟に書かす》

madunu，aLpftuNkakasfmiL《暇のある

人に書かせる》

8）助動詞/，iL／《れる》，／raYL／《られる》

が後接し，受身・可能の意味を表す。前

者は四段動詞に接続し，後者はそれ以外

の動詞に接続する。

siNsi，ｉＮｎａ'a'ｊｕｋａＭｉＬ《先生に名前を

書かれる》

ka9i'cakaka，iLpItuNkakasi《きれいに

書ける人に書かせ》

，aca，ａｐｊａ，asfi,ｊａ，ukira，ｉＮ《明日は，早

くは起きられない》

なお，／'iL／《れる》，／ra,iL／《られる》

は，東京方言などのように尊敬の意味を

表すことはない。

9）尊敬の助動詞/maL／《れる》や/sa

maL／《られる》がつく。／maL／《れる》

（８）ｋａｋｉ（ba）条件形

（９）ｋａｋｉ命令形

上の活用形には，同一の形式が二つまたは

四つ挙げられている場合がある。たとえば，

（２），（４），（５），（７）は同形であり，ま

た（８），（９）も同形である。しかし，これ

らの活用形は，他の種類の動詞では異なる形

として現れることと，互いに文法的機能が違

うことによって区別きれるものである。

３．２活用体系

次に，3.1で活用形と認定された形式を語

幹と語尾に分析し，さらに体系化して示すと

別表のようになる。

３．３活用形

続いて，各活用形の意義・職能および接辞

などについて，用例を示しながら述べる（用

例は「書く」を中心に示す)。

３．３．１未然形

ｌ）単独で意志や勧誘の意味を表す。

Nzira'aba9akaka《どれ,ぼくが書こう》

ｚｕｎｒａ，aMMnasi,ikaka《さあ，みんな

で書こう》

２）反復の形で，さらに意味を強調する。

‐narasfikakakakati'i，asｌ《自分で書こ

う書こうとする》

３）接続助詞/ba／《ば》がついて，仮定

条件を表す。

ｋａｋａｂａｄｕ,juMma，i'asiralL《書けば読

みもできる》

４）助詞/di／《う》がつき，意志・勧誘の

意味を示す。前掲１）より強調の意味が

ある。

Qva9akakadaka，aba9akakadi《君が書

かないなら，ぼくが書こう》

ｚｕ'umatakakadi《さあ，また書こう》

－５３－

Hosei University Repository



長浜方言の動詞の活用表
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※上の表で＃印は活用語尾がないことを，△印は活用形がないことを示す。また，〃印は最上段の語
●

尾と同じであることを表す。
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は四段動詞につき，／samaL／《られる》

はそれ以外の動詞につく。ただし，力変

動詞/fu，u／《来る》には尊敬の助動詞は

後接せず，「来られる」の意味では本動

詞/MmjaL／《いらっしゃる》を用いる。

siNsfi9akakamaL《先生が書かれる》

ｓｊＵｕ９ａｄｕｋｉ，i,ｊｕ'ibisamaL《おじいさん

が木を植えられる》

siNsfi9aMmjaL《先生がいらっしゃる》

3.3.2連用形

l）単独で中止の形となる。

，uQtu，ｕｚｒｌ,jukacIsuza'ａ，i，ijukafu《弟

に字を書き，兄は絵を描く》

2）反復の形で，動作の進行状態を表す。

NnamadukacIkaclti'i，ｕＬ《今，書きつつ

ある》

3）助動詞がついて，状態や様態などを示

す。

①／busIkaM／《たい》の後接で，願望

の意味となる。

ka9izrIsi,ikacrbusImunu《きれいな字

で書きたい》

②／gikaM／《そうだ》がつき，動作が

行われそうな様態の意味を表す。ただ

し，伝聞の意味は表さない。

ｔａｒｕｍａ，ikakaNsu9akanupItu，ｕｋａｃｌ

９ｍｕｎｕ《誰も書かないが，あの人は書

きそうだ》

ｄｕ'usiMukafu9ikaL《自分で書きそう

だ》

③／NfukaM／《にくい》で，動作が行

われにくい状態を表す。

＝knnuzI，IjakacINfumunu《この字は書き

にくい》

kafuNfumunu《書きにくい》が言える

かどうかは未詳。

④／gunkaM／《にくい》がついて，③

とほとんど同じ意味を示す。

ｋｕｎｕｚＩ，Ima'ikacIgumunu《この字も

書きにくい》

この場合,kafu9umunu《書きにくい》

が言えるか否かも未詳。

⑤／,junsI／《できる》の接続で，可能

の意味となる。

ba9adukacrju，usＹ《ぼくが書くこ

とができる》

kafu，junsI《書くことができる》

が表現可能かどうかは不明。

4）助詞が後に続く形。

①係助詞の/､a,i／《も》，／du／《ぞ》，

／'ja／《は》などが続く。

kacIma'i，juMmi，asuN《書きも読みも

しない》

ｂａ，akacYdusI《ぼくは書く》

Ｚｒ'IkaQcamucIkasImunu《字を書くのは

難しい》(cfkaQca←kacI《書き》＋'ja《は》）

②接続助詞の/gacIna／《ながら》，

／Qcja，aN／《ながら》がつく。意味は

両形ともほとんど同じである。

kacI9acma,juM《書きながら読む》

kacfQcja，aNpanaQsu，ａｓｍａ《書きながら

話をするな》

③格助詞/9a／《が》がついて，動作の

目的を表す。

Ｚｒ，rkacI9ama,iNka，i'idiL《字を書きに

前へ出る》

5）補助動詞が続く形，この場合，kafuの

形は用いられない。

①／kaniL／《かねる》がつく。

、a'a,jukacIkaniL《名前を書きかねる》

－５６－
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②／,uL／《居る》がついて，進行態を

示す。

Nnamadukaki'i，ｕＬ《今，書いている》

③／ffiL《くれる》がつく。

，i，ijukakrifi，ｉＬ《絵を描いてくれる》

④／nja，aN／《ない》の後接で，動作の

完了を表す。

Mmjakaki'inja，ａＮ《もう，書いてしまっ

た》

3.3.4過去形

助動詞/taL／《た》がついて，過去・完了

の意味を表す。ただし，／kacl/に続く時は

単純過去を示し,,／kafu/に続く場合は状

態過去を示すようである。

ｃｍｕｄｕｋａｃＩｔａＬ《昨日書いた》

Nkja，aNnaiu'ｕｄｕｋａｆｕｔａＬ《昔は，よく

書いていた》

3.3.5終止形，

1）単独で言い切りの形になる。

ka9izWjukacr《きれいな字を書く》

masa9aNkafu《正しく書く》

2）接続助詞/tfi／《と》，／su9a／《けど》

がつく。

。u，usi，ikaclti'i,a'ItaM《自分で「書く」

と言った》

kacIsu9akaMiN《書くけど，書けない》

3.3.6終止形２

終止形,より強調の意味がある。

l）単独で文を終止する。

Qva9akakadaka,ａｂａ９ａｋａｃＩＭ《君が書

かないなら，ぼくが書く！》

pItumikafuM《一緒に書く！》

2）終助詞/do，o／《ぞ》がつく。

ｂａＭｍｉｋａｃｌＭｄｏ'０《ぼくも書くぞ》

NnamakafuMdo'０《今書くぞ》

②／nansI／《直す》がつく。

，janazl'fjukacima，usＩ《きたない字を書

き直す》

③／pazImiL／《始める》がついて，動

作の始動の意味となる。

NnamadukacIpazImiL《今,書き始める》

④／patiL／《果てる》がつき，動作の

終了を示す。

MmjakacIpati，inja，ａＮ《もう書いてし

まった》

⑤／cIzIkiL／《続ける》がつく形。

,juL9amikacIcIzIkiL《夜まで書き続け

る》

⑥／nukusI／《残す》がつく。

kacInukusltaL《書き残した》

⑦／macI9a，iL／《間違える》が続く。

kacImacI9a，ｉＬ《書き間違える》

3.3.3接続形

1）単独で中止の形となる

Ｍａｚｌ'１，jukaki,ikarja，ａ,i，i'ｊｕｋａｆｕ《ぼ

くは字を書いて，彼は絵を描く》

2）それのみで動作が完了する意味を表

す。

ba9aduNnamakaki，i《ぼくが,今書いた》

3）係助詞/､a,i／《も》，／du／《ぞ》，／，ja／

《は》が続く。

kaki,ima,iffiN《書いてもぐれない》

kakridu，utaL《書いていた》

kaki'i'jamfiQtaN《書いてはみなかった》

4）接続助詞/kara／《から》がつく。

masa9aNkaki'ikara1uM《正しく書いて

から，読む》

5）補助動詞などが続く。

①／，aL/《有る》がつき，結果態を示す。

kumaNdukakfi，ａＬ《ここに書いてある》
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３）接続助詞/tfi／《と》について，進行

態を表す。

kaciMti,ｉｄｕ，asi，ｉｎＬ《書いて（いる状態を

して）いる》

kafuMti,ｉｄｕ'ｕＬ《書いて（いる状態で）いる》

3.3.7連体形

体言を修飾したり，助詞が続いたりする形

である。

１）体言を修飾する形。

kacipftu'ｕｍｒｉＮｒｏ《書く人はいないか》

ｋａ,i9adukafupazI《彼が書く筈だ》

２）助詞が続く形。

①格助詞/，juL／《より》がつく。

kacl'juLsu'ujumibadumasI《書くより

読めばいい》

kafu,juQra,jumi《書くよりは読め》

②副助詞/tja,ana/《ばかり》,／kja/《ま

で》がつき，程度を表す。

kacltja,anasri，jumaN《書くばかりで読

まない》

ba9akafukjamacfi，uri《ぼくが書くま

で待っていろ》

③終助詞の/､a／《な》がつく。禁止

の意味を表す。

QsjanazrIsi'ikacIna《きたない字で書

くな》

Qva,akafuna《君は書くな》

④係助詞/du／《ぞ》の結びになる。

この用法には/kafu/を用いるのが普通の

ようである。

zfl，ｊｕｂａ，amasagaNti，ｉｄｕｋａｆｕ《字はき

れいに（ぞ）書く》

3.3.8条件形

接続助詞/ba／《ぱ》がつく形である。確

定条件と仮定条件の二つの意味を表す。

sItumutikarakakibadu，jusarabiNna

,uWaLtaL《朝から書いたので，夕方に

は終った》

Qva9akakibaduka'ima，ikafu《君が書

けば，彼も書く》

3.3.9命令形

１）それのみで命令の意味を示す。

puQcikaki《速く書け》

２）終助詞／，job／《よ》，／ra／《よ》，

／Ｍｉ／《ね》がつき，強い命令や柔かい

命令を示す。

masa9aNkaki,job《正しく書きなさい

よ》

puQcikakira《速く書けよ！》

kunukabINna'a'jukakiha，ｉ《この紙に

名前を書けね》

４．おわりに

以上，これまで長浜方言の動詞の活用につ

いて記述した。しかし，これですべてが完全

に記述された訳ではない。今後とも厳密な記

述研究を要することは言うまでもない｡特に，

終止形の/kacI／《書く》と/kafu／《書く》の

用法の違いについては，さらに論究する必要

があろう。ともあれ，今後は宮古方言の動詞

活用の日本祖語に遡ぼろ部分とそうでない部

分を，明らかにすることが望れる゜
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